





















































たいのだが, ご研究の充実した一貫性は, 明瞭であり, 高く評価されてい
る｡
まずは, 非常勤, 特別講義, 集中講義等の出講がある。同志社大学大学
院アメリカ研究科非常勤講師（異文化コミュニケーション論担当, 1994年
４月～1995年３月), 神田外国語大学大学院英語学研究科非常勤講師（比
較文化論）集中講義（1998年７月～８月), 立教大学大学院異文化コミュ
ニケーション研究科（特別講義）集中講義（1999年12月)。
ついで, 学会の要職歴任・受賞歴がその評価を明示する。日本コミュニ
ケーション学会関西支部長, 編集局長（1988年６月～1993年), 同学会特
別賞受賞（2002年６月), そして比較的新しい学会, 日本多文化関係学会
副会長（1999年10月～2004年６月）である。
遠山先生, 永い間お世話になり有難うございます。お疲れ様でした。今
後とも益々ご健勝にご活躍, ご健筆のほど祈念申し上げます。雑誌ご連載
中とお見受けします「日本文化論ノート｣, 一書にまとめられること期待
しております。
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